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『林 コ レ ク シ ョ ン売 立 て 目録 』全3冊

一 東西美術交渉の一断面 一

1902年1月27日 か ら2月1日 まで 、 ル プ ル

チ エ 街11と ラ フ ィ ッ ト街16に あ っ た デ ュ ラ ン
ノぞ り

=リ ュエ ルの店で、巴里の東洋美術商 ・林忠
オ 　 ク シ ヨ ン

正 の コ レ ク シ ョ ン が売 立 て ら れ た。 コ レ ク シ

ョ ンは あ ま りに膨 大 な た め 、 浮 世 絵 版 画 にっ

い て は 、 同 年6月2日 か ら6日 ま で 、 オテ ル

・ ドル オ ー7番 室 で 、 改 め て 売 立 て が行 な わ

れ た。 林 は 十 年 以 上 続 け て きた 美 術 商 の 仕 事

を 「縮 小 」 す る こ と を決 意 した の だ。 売 立 て

は、 翌1903年2月16日 か ら21日 ま で 、 オ テ ル

・ ドル オ ー7・8番 室 で 、 も う一 度 行 な わ れ

た。 林 を と りま く状 況 が変 化 し、 彼 は佛 蘭 西

か ら完 全 に 「撤 退 」 す る こ と を余 儀 な くさ れ

た の だ 。 この 二 回 の 売 立 て につ い て 、 日本 美

術 の愛 好 家 で あ った レイ モ ン ・ケ ク ラ ンは 、

次 の よ うに記 して い る。

「1902年 と1903年 に
、 林 の 売 立 て が お こ な

わ れ た 。 一 商 人 の 店 じ まい の 売 立 て が 成 功 す

教養部助教授 岸 文 和

ることは稀である。"店 の残 り津"と 人々は

よく言ったものであるが、この場合はあま り

にも品物が美 しかったので、第1回 も、そ し

て2回 目も成功はすばらしいものだった。こ

れまで、彼は自分の美 しい美術品を手放すの

を好 まなかった。それだけの恩恵 にふ さわ し

いと思 われる人に譲るだけで、多くは自分の

手元に確保 したのだった。そのために借 りた

ラフィット街のデュラン=リ ュエルの画廊で、

彼の並外れた特選品が競売にかけられたとき

には、彼 自身 も愛好家 もそのことを嘆 くには

当 らなかった。・・… ・競売の一つで、鑑定人

が光琳の漆の硯箱 を25,000フ ランで出 したと

きには、仰天 して しまった。確かに、これほ

ど美 しいものがヨーロッパに現れたことはな

かった。のちにこの硯箱はグロッセ博士によ

って、寛大 にもベルリン美術館 に寄贈 された

ので、今 日私たちはその美 しさを堪能するこ

とが出来 るようになった。 しか しそのときは、

驚 き、怯 えたよ うな静寂 が競売の呼び掛け

に応えたのだった。林はひそかに、それをグ

ロ ッセに譲 ったのである。」(木 々康子 『林忠

正 とその時代』筑摩書房、1987年)

カタロ グ

この売立ての目録が、本学中央図書館所蔵

の 『林 コレクション売立て目録』全3冊 であ

り、驚 くべき「質」と「量」の日本の美術品が、

当時はるかに海 をこえて運ばれていたことを

示 している。第1冊 は、1902年1月 からの、

『第1回 売立て 中国 ・日本美術 の部』の目

録であり、 グロッセが手にいれた光琳の 「三

輪の硯箱」 をは じめ、運慶の 「毘沙門天」、笠

翁の印籠など計1,647点 の作品が収録 されて

いる。詳細は次の通 りである。
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『第1冊 』

【木彫】

【漆器】

【陶磁器】

【金工品(刀剣 ・鍔など)】

【喫煙具 ・根付けなど】

【絵画類】

中国作品

狩野派 ・土佐派 ・雪村など

北斎などの肉筆浮世絵

83点

378点

384点

443点

165点

4点

76点

114点

同年6月 の 『第1回 売立て 日本のデッサ

ン ・版画.・絵本の部』の目録 である第2冊(写

真)は 、表紙 に磯田湖龍斎の「吉原の女」、見
とくさが り

開 きに北 斎 の 「詩 歌 写 真 鏡 ・木 賊 刈 」 が刷 ら

れ、 サ ミュエ ル ・ビ ン グ に よ る 「序 文 」 が付

され て い る。 「無 垢 浄 光 経 」 や 北 斎 の デ ッサ

ンな ど合 計1,796点 が競 売 に か け られ た こ と

が わ か る。

『第2冊 』

【デッサン】

【版画】

古版画

師宣以後の浮世絵版画

【絵本】

古絵本

浮世絵挿絵本

153点

20点

1,187点

14点

422点

第3冊 は、林が佛蘭西からの全面的な 「撤

退」を決意 して行なわれた1903年 の 『第2回

売立 て 中国・日本の美術品・絵画』の 目録 で

あり、小阿弥、光琳などの漆器、12世 紀詫摩

派の 「日天月天」、光琳の 「寒山拾得」など合

計1,743点 の美術品が収録 されている。

『第3冊 」

【仏像彫刻や面】

【漆器】

【印籠】

【櫛】

【陶磁器】

磁器

49点

249点

180点

29点

42点

.馨

瀦
麟
」

陶器

【金工品】

青銅製品

鉄製品 ・鍔 など

【喫煙具 ・根付 けなど】

【縫画仏像】

【絵画】

土佐派 ・狩野派 など

浮世絵

105点

64点

252点

1点

117点

208点

なんと多量の美術品が 「流出」 し、売立て

を通 じて 「散逸」 してしまったのだろう。そ

う嘆 く人は多い。 しかし、た とえば永井荷風

が、これらの 『目録』 にふれて、 『江戸芸術

論』で次の ように語る時、彼は林 に対 してま

った く異なった評価 を下 していることになる

だろ う。

「林氏は尋常一様の輸出商人にあらざるこ

とを知 るべ し。1902年 巴里に於て林忠正氏は
ナラビ

そが所蔵の浮世絵拉に古美術品を競売に附す
コ ウ カ ン

るに際 し浩翰 なる写真版目録 を出版せり。此書
ナオ

今に至るも猶斯道研究者必須の参考書たり。
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林氏 は維新後 日本国内に遺棄せられし江戸の

美術 を拾ひとりて之 を欧州に紹介し以て欧州

近世美術 の上 に多大の影響 を及ぼしめたる主

動者た りとい うべ きなり」

以下 しばらく、明治の激動期に 「東西美術

の架け橋」 として生 きた林忠正の足跡 を辿っ

てみ ることにしょう。

1878(明 治11)年1月29日 未明、林は横浜

港 を出抗 し、佛蘭西に向かった。目的地は巴

里。5月 から開催 される万国博覧会で、輸出

商社 「起立工商会社」の 「通弁(通 訳)」 を勤

めるためであった。 この26歳 の青年を、あと

7カ 月で卒業で きるはずの東京大学を中退 さ

せてまで巴里へと導いたのは、 「先進国佛蘭

西の文化」への憧れであったが、彼をその後

27年 のながきにわたって巴里に引 き留めたの

は、佛蘭西人の 「異国日本の美術」への憧れ

にほかならない。「ジャポニスム(日本趣味)」

の流行が、巴里 に 「林商会」 を開設させ、彼

を 「日本最初の美術品輸出商」 にした。

佛蘭西 における日本美術、特 に浮世絵への

熱狂は、1867(慶 応3)年 のパリ万国博覧会

を主要な発火点とする。 しかし、その兆 しは、

もっと早 い。たとえば、銅版画家 ブラックモ

ンが、「磁器を送 る際のつめ紙に用いたと思わ

●」ト

燵 噛
ひf瑠 ・

薯
一 顧藤輔醒噌

鎌蜘 撫 鞭鑛麟

騨 ぬ

属麟鶴4・巣

れ る一 冊 の 漫 画 集 」(『美 術 と装 飾 』1905年1～

2月 号)つ ま り 『北 斎 漫 画 』 を 「偶 然 に」 発

見 した の は 、 す で に1856(安 政3)年 の こ と

で あ っ た し、1856年 か ら1862年 ま で の 間(ル

イ ・オ ー べ 一 ル 『日本 版 画 の 大 家 た ち』1914

年)に は 、 す で に ドソ ワ夫 妻 が リヴ ォ リ街 に

東 洋 美 術 店 「ボ ル ト ・シ ノ ワー ズ(支 那 の 門)」

を開 設 して い た。 それ に して も、 この 『北 斎

漫 画 』 の 「偶 然 の発 見 」 をめ ぐる有 名 な 「神

話 」 ほ ど、 浮 世 絵 が異 国 の 芸術 家 に与 えた 衝

撃 の 「強 さ」と、 浮 世 絵 が母 国 の 人 々 に受 け て

い た 仕 打 ちの 「冷 た さ」と を物 語 る もの は な い

だ ろ う。 母 国 日本 で は 「た だ 同 然 」「紙 屑 同 様 」

で あ っ た浮 世 絵 版 画 は 、 ボ ー ドレ ー ル 、 ゾ ラ、

ゴ ン クー ル 兄 弟 とい っ た文 学 者 や 、 ホ イ ッ ス

ラー 、 マ ネ 、 モ ネ 、 ル ノ ワ ー ル 、 ドガ とい っ

た お も に 印象 派 の 画 家 、 そ して 、 ビ ュ ル テ ィ

な どの美 術 評 論 家 に と っ て は 、 貴 重 な 「新 し

い美 の可 能 性 」 で あ っ た の だ 。

1867(慶 応3)年 の パ リ万 国 博 覧 会 は 、 く

す ぶ っ て い た 火 種 に一 挙 に 油 を注 ぐ こ と に な

っ た。 浮 世 絵 が賞 賛 の 的 と な っ た が 、 そ れ は

日本 側 の 出 品 者 の 思 惑 とは ま っ た く異 な っ て

い た。 な ぜ な ら 「版 画 に対 し て、 多 分 、 日本

使 節 団 は 、 ほ とん ど価 値 を置 い て い な か っ た 。

と い うの は 、 当時 の 日本 で 版 画 は二 流 芸 術 、

庶 民 芸術 と して 考 え られ て い る に す ぎ な か っ

た か らで あ る。 し か しな が ら、 西 欧 の 多 くの

芸 術 家 と文 芸 家 の 心 を最 もつ よ く、 最 も永 く

打 っ た の は 、 この 版 画 だ っ た の で あ る。」(ノ

エ ル ・ヌエ ッ ト 『エ ドモ ン ・ ド ・ゴ ン ク ー ル

と 日本 美 術 』、 瀬 木 慎 一 『日本 美 術 の 流 出 』、

駿 々堂 、1985年 に よ る)

「熱 狂 は 全 て の ア トリエ を
、 導 火 線 を伝 う

炎 に も似 た速 さで 包 ん だ 。 人 々 は 構 図 の 意 外

さ、 形 状 の巧 み さ、 色 調 の 豊 か さ、 彩 や か な

絵 画 効 果 の独 創 性 と と も に、 そ れ らの 効 果 を

得 る た め に 用 い られ た 手段 の単 純 な こ と を賞

賛 し て飽 き る こ と を知 ら な か っ た 。」(エ ル ネ

ス ト ・シェ ノー 「パ リの 中 の 日本 」、 『ガ ゼ ッ

ト ・デ ・ボ ザ ー ル』18号 、 稲 賀 繁 美 訳 、「浮 世

絵 と印 象 派 の 画 家 た ち展 」 カ タ ロ グ、1979年

に よ る)

一16一



1878(明 治11)年 当 時 、 す な わ ち林 忠 正 が

渡 仏 した こ ろの 「ジ ャポ ニ ス ム」 が 必 要 と し

て い た の は 、 日本 の美 術 につ い て の 深 い知 識

と、 その 知 識 を佛 蘭 西 人 に正 確 に伝 え る こ と

の で き る語 学 力 で あ っ た 。 林 忠 正 は 、 幸 運 に

も そ の 両 方 を兼 ね 備 えて い た。 美 術 につ い て

の知 識 は 「起 立 工 商 会 社 」 の 副 社 長 若 井 兼 三

郎 の も とで 学 び 、 仏 語 は 大 学 南 校(東 京 大 学

の 前 身)で 学 ん で い た 。彼 は、1889(明 治22)

年 に は 、 都 心 の リ ュ ー ・ド ・ラ ・ヴ ィ ク トワ

ー ル に 「林 商 会 」 を設 立 し
、 多 くの 顧 客 を獲

得 した 。 も っ と も、 す で に述 べ た よ うに、 彼

は単 な る 「美 術 商 」 で は な か っ た。 「巴 里 府
カ タ ワ ラ

ニ美術商店ヲ開設傍美術鑑定ヲ業 トシ、又仏

人刊行美術雑誌ナラビニ新聞類ノ記者 トシテ
ジラ イ

美 術 上 ノ評 論 ヲ業 トシ 、 爾 来 今 日 二 至 ル」 と

い う彼 自身 の 「履 歴 書 」 が 示 す よ う に、 ル イ

・ゴ ンス や エ ドモ ン ・ ド ・ゴ ン クー ル の 著 作

に協 力 し、1886年 に は 『パ リ ・イ リュ ス トレ

・ル ・ジ ャ ポ ン(絵 入 りパ リ誌 日本 特 集 号)』

を執 筆 して い る。

そ れ に して も、 林 忠 正 が 「輸 出 」 した 美 術

品 の 「量 」 と 「質 」 は 、 驚 くべ き もの で あ る。

渋 井 清 の 「浮 世 絵 の 輸 出」(『三 田 文 学 』昭和14

年2月 号)に よ れ ば 、「荷 送 り」 の 詳 細 は 次 の

よ うで あ っ た。

【浮世絵版画】

初期(綿 絵以前)

盛期(春 信 ・清長 ・歌麿)

末期(北 斎以後)

巻物仕立

【版木】

【下絵】

【下絵(巻 子仕立)】

【絵本】

【肉筆画 ・屏風 ・掛物】

1,235点

29,261点

125,991点

10本

20函

97枚

1巻

9,708冊

846点

「荷 送 り」 回 数

1890(明 治23)年

1891(同24)年

1892(同25)年

1893(同26)年

1894(同27)年

1895(同28)年

1898(同31)年

1899(同32)年

1900(同33)年

1901(同34)年

14回

22回

10回

28回

23回

12回

8回

8回

1回

2回

な ん と計128回 、 荷 箱 総 数 に して860個 に な

る と い う。 そ して 、 商 品 総 数 は と言 え ば 、 ほ

とん ど気 の遠 くな る よ うな数 字 で あ る。

一枚物の浮世絵版画だけで156
,487点 。い

ったい林忠正は、 これ らの 「商品」 をどのよ

うにして仕入れたのだろうか?

「(林は)東 京の留守宅の方でどんどん集め

させ日本へ帰って来てはそれを持 って再びパ

リへ行った。忠正が帰朝す るという電報 を打

って寄 こすと、それだけで東京の美術品は ぐ

んと値が上 ったとい う程であった」 し、「当時

歌麿でも清長で も又春信でも一枚30銭 、40銭

というのが相場であったが、 それを忠正の家

では2円3円 で買い取 った。従 って其の浮世

絵を買い集める為に多 くの骨董屋 が全国に走

った」 と、玉林晴朗の 「浮世絵 と林忠正」(『伝

記聚芳』 日本青年教育会出版部、1942年)は

記 している。
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巨万の富 を築いた林忠正 ではあったが、1900

(明治33)年4月15日 から開催 されるパ リ万

国博覧会の 「勅任」の事務官長に就任す るた

め、美術商の仕事から手 を引いた。そ して、

忠正 を欠いた 「林商会」は大 きな赤字 を出 し

た5第1回 の売立ては、店 を縮小 して、その

経営 を弟萩原正倫 に任せ る準備 であった。 し

かし業務を任せる予定であった萩原は、第1

回の売立ての直前、噂によれば 「仕事 よりも

踊 り子たち」が原因で天折 した。 「林商会」

は後継者 を失い、1903年 の第2回 売立てで総

決算せ ざるをえなくなった。もちろん、当初

は 「ただ同然」「紙屑同様」であった浮世絵版

画が徐々に高騰 し、「荷送 り」の回数に如実に

示 されるよ うに、輸出に耐 える 「良質の」浮

世絵が減少したことも、この撤退の理由のひ

とっではあったろ う。

ルーブル美術館の購入担当学芸官 ミジョン

などは、林が 「単 なる虚栄のために買い求め

るハイカラ族」ではなく 「真の価値 を理解 し

てくれる愛好者」のために秘蔵 していたコレ

クションが散逸 して しまうことを惜 しみ、「ル

ーブル美術館で買い取 るよう勧めた」(定塚武

敏 『海 を渡る浮世絵』美術公論社、1981年)

が、実現 しなかった。現実の売立てはこの第

一級のコレクションの大部分を、東洋学者の

エルネス ト・グロッセの手 を経 て、現在のベ

ルリン国立博物館東洋美術館の前身である 「

東アジア芸術収集所」に移動 させた。

親日家であったグロッセが林に宛た手紙に

は、次のように記 されている。

「この(売立ての)カ タログをいただいた喜

びとともに、私は惜念の思いを抱 きました。

あなたが長い時 をかけて選び、作 り上げたす

ば らしいコレクシ ョンが散逸 して しま うこと、

あなたが決定的にヨーロッパから立 ち去 ろう

と考えておられることが、私たちを悲 しませ

るのです。あなたの驚 くべ き資質を理解する

ことのできた私たちすべてが、どんなに淋 し

く思っていることか、どうか判 って下 さい。

私たちはあなたのお蔭で、 日本美術のすばら

しさの何ほどかを味わえる喜びを持つ ことが

できたのです。私たちの文化の年老いた堆肥

の上に、優雅な林檎の枝が花を開いたような

ものでした。」(前 出『林忠正とその時代』)

林は、 日本美術 を 「流出」 させ たば かり

ではない。彼 はそれと引 き換 えに、巴里滞

在中 に 「交換 ・購入」 して蓄積 した印象派

を中心 とす る 「次代 を見通 した」 フラ ンス

近代絵画のコレクションを、 「一点 も売 るこ

となく」 日本に持 ち帰った。 クールベ、コロ

ー、マネ、ルノアール、 ドガ、ピサロ、シス

レー、ゴーギャンなどの作品は、林自身によ

って建てられるべ き 「西洋美術館」に展示さ

れる予定であったが 、1906(明 治39)年 の早

すぎる死によって妨げられた。 それは 「帝国

博物館」に引 き取 られることも拒否 され、結

局1913(大 正2)年 ニュー ヨークでの売立て

によって、おもにアメリカで散逸 してしまっ

た。 しかし、黒田清輝の発掘や、日本で最初

の印象派絵画の紹介、また1890(明 治23)年

の講演 「日本画の未来」 に端 を発する外山正

一 ・森鴎外 との 「近代絵画論争」 など、彼の

日本での事績 を顧みてみれば、林忠正はヨー

ロッパ文化の 「年老いた堆肥の上 に、優雅 な

林檎」の花 を開かせたばかりでなく、激動期

の日本の美術 に対 してもひ とっの重要な 「進

むべ き方向」 を示唆 したと言 うべ きだろう。

(一般教育 美学美術史学専攻)
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